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▲鈴木総務部長から新区長に委嘱状が手渡されました。

　５月１９日、市歴史民俗資料館でお茶会
が行われました。茶道宗徧流芳樹会（樽井
勇治会長）が講師となり、訪れた方に見事
なお点前を披露しました。日本の伝統文化

「茶道」に初めて触れる方も多く、興味津々
で作法を見つめていました。　
　１３０人の参加者は、古民家特有の落ち
着いた雰囲気の中、抹茶と茶菓子をゆった
りと味わいました。

◆デュアル実習調印式が行われました

◆生徒総会・家庭クラブ総会、
　選手壮行会が行われました

◆生徒会長メッセージ

　船引高校と田村市、地元事業所が進める連携人材育成事業
『デュアル実習』の調印式が４月１１日、本校会議室で執り行
われました。式では冨塚市長をはじめ、実習企業・施設代表
として船引こぶし荘の青木幹雄施設長からごあいさつをいた
だきました。実習生を代表して３年３組の東海林翼さん ( 葛
尾中出身 ) が「高い目標を持ち、実習を充実したものにしたい」

と抱負を述べました。式の最後には、
わかくさ幼稚園の牧公介園長、保護
者代表の東海林みゆきさん、本校の
相良昌彦校長による調印が行われま
した。
　今年度のデュアル実習生の人数は、
２年生１５人、３年生１８人の計３３
人です。２年生は毎週火曜日、３年
生は毎週木曜日に各企業・施設でお

　　　　　　　　　　　 世話になります。

　生徒総会が５月
２日、本校体育館
で行われ、今年度
の 生 徒 会 活 動 や
部活動の年間計画
と予算案について
審議が行われまし
た。終了後には家
庭クラブ総会も行われ、活動報告や役員紹介などが
行われました。生徒総会、家庭クラブ総会ともに、
報告を真剣に聞く生徒の姿が印象的でした。
　総会終了後、高体連の地区大会に出場する部活動
の選手壮行会が行われました。吹奏楽部による演奏
の中、部活動の代表選手がユニフォーム姿で入場し、
壇上で大会に向け
ての決意を述べま
した。生徒会長が
代表して激励の言
葉を述べ、全校生
徒でエールを送り
ました。

　船引高校は、片曽根
山や移ヶ岳などに囲ま
れた自然豊かな場所に
あります。グラウンド
も広く、部活動も盛ん
に行われています。
　５月２日には生徒総
会が開催されました。今年は、生徒会の年
間計画や各部活動の活動内容に対する意見
や質問を事前に生徒から募り、寄せられた
質問などに対する回答を各部の代表と生徒
会で考え、総会で答える、という新たな試
みを行いました。初めてのことだったので
不安も大きかったのですが、昨年より活発
で、実りある総会にすることができました。
　今年の船引高校最大のイベントは、３年
に１度行われる公開文化祭「鵬翼祭」です。
一般公開は１１月３日 ( 日 ) を予定してい
ます。全校生一丸となって文化祭を盛り上
げていきたいと思っていますので、皆さん
お誘い合わせの上、ぜひご来校ください。
　これからも地域の方々とのたくさんのつ
ながりの中で、私たち自身も成長していき
たいと思っておりますので、本校の取り組
みについてご理解とご協力をお願いします。

▲あいさつする東海林さん

▲資料に目を通す全校生

伊藤かなえさん ( 三春中出身 )

▲激励の言葉を受ける選手

▲握手する東海林さん、相良校長、牧園長 ( 左から）

▲デュアル実習運営協議会長の冨塚市長とキャ
　リア教育推進連携表彰奨励賞受賞を記念して


